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１I０９ 

神経科学分野を事例とした計量分析 

 

 
○標葉隆馬（総合研究大学院大学）、川島浩誉（東京工業大学）、調麻佐志（東京工業大学） 

 

 

 
背景・目的 
 本発表は、平成 23 年度 JST-RISTEX 委託研究「ファンディングプログラムに資する科学計量学」プ

ロジェクト（代表：調麻佐志）の一環として行っている。本プロジェクトでは、海外先進事例に関わる

研究者ならびに実務者へのヒアリング調査から、科学計量学がファンディングプログラムに持つ意義と

して次のような論点を抽出している。その一例として次のような指摘が得られている。 
 
 プログラムの戦略目標を策定する際やそれを研究領域に落としこむ際、また適切なプログラムディ

レクターの候補等を選定する場合などに、多様なレベルと形式の Science Map やその他図的表現が

あれば、プログラムを設計する際に有効である。 

 ファンディングプログラムにおいて研究領域設定を行う際、その領域にどの程度アクティブな研究

者がいるかを示すデータが必要となる場合が多々あり、そのようなデータへのニーズは高い。 

 納税者に対する説明責任を果たすためにも、プロジェクトの選定やその後の成果を客観的かつ分か

りやすく示せるデータがあることが望ましい。 

 
Science map ないしは科学活動の visualization は科学計量学において様々な研究がなされ、急激に

進展している。一方で、情報工学やコンピューティングパワーの進化に伴いこれらの研究がシーズ・ド

リブンで進展したため、Science map の多くは具体的な政策目的に照らして利用するのが困難になって

いる状況もまた存在しているものと考えられる。そのため、政策目的に照らして適切かつ具体的な

Science map を作成することが期待される。「ファンディングプログラムに資する科学計量学」プロジ

ェクト（代表：調麻佐志）では、このような問題意識から、Sciencemap について、分析面・政策的応

用面の双方からの検討を目指している。その一環として、本研究では、次の 2 点を目的とした分析を志

向している。 
 
① 神経科学分野の論文セットを事例としてコンセプトマップを試作し、世界的動向と日本の動向の比

較検討を行う 
② コンセプトマップが持つ潜在的な政策的インプリケーションについての検討を、プログラム・オフ

ィサーをはじめとする実務家への個別・フォーカスグループインタビューやワークショップを通じ

て、その可能性、限界、ニーズについて検討する 
 
本発表ではこの 2 つの目的の内の①の部分について、途中経過の報告を行う。 
 
方法 
 本研究では、コンセプトマップ作成の対象領域として、神経科学分野を事例として取り上げる。神経

科学分野は、世界的な競争と論文生産活動が行われている生命科学関係諸分野において、日本において

も盛んに研究がなされていること、また Web of Science において特定のタグ付がなされており計量的分

析に際してテクニカルな面からも抽出が比較的容易であることから Sciencemap に関するパイロット分

析を行う上で適した領域であると判断した。 
対象となるデータは、Web of Science より本検討のために抽出したデータセットを用いる。Web of 

Science に収録された過去 20 年分のデータから、神経科学分野の論文について、被引用トップ 10％の



― 338―

論文群と、日本発の論文（今回は著者のリプリントアドレスが日本であるものを対象とした）と、二つ

のセットを作成し、そのタイトルに含まれるキーワードを対象として時系列ごとに分析し、比較検討を

行った。 
今回については、分析対象となるデータセットを、1997 年～2001 年、2002 年～2006 年、2007 年～

2011 年と 5 年おきの 3 つの区間に分け、その継時的変化の観察を行った。それぞれの区間における頻

出ワードを抽出したのち、さらに tf-idf 指標の大きい語を 200 語選出した。その区間ごとの登場率の変

化を検討した。加えて共語分析を行い、それぞれの区間においてどのようなトピックスが論文として登

場し、かつテーマが変化していったかについて検討を行った。なお、共語分析に際しては、今回はオラ

ンダの科学計量学・科学社会学者である Loet Leydesdorff らのアプローチ(e.g. Leydesdorff & Hellstein 
2005, 2006)などを主として参考としている。 
 
 
結果 
現在までの予備分析の結果の一部を提示する（現在データの精査をさらに進めている）。あくまで

Tentative な分析ではあるが、いずれのデータセットにおいても時間と共により疾患研究に関わるキー

ワードとそれに関わる共語ネットワーク構造の登場が認められる。しかし、被引用トップ 10％のセット

と、日本発論文全体では登場率の増加したキーワードは異なっていた。その中で、いくつかの今後の注

目点が浮かび上がりつつあるが、一つの注目キーワードとしては ”Depression”があげられ

る。”Depression”は日本のデータセットにおいて登場率を急激に増やしている。この状況が何を意味す

るのかについての詳細な検討を行うことにより、日本における神経科学分野研究が持つ特徴を示すこと

が出来る可能性があると考えられた。そこで、本稿執筆時点において、”Depression”をめぐる研究動向

について更に追加の分析を行っている。 
 

 
 

 

 
 
 
 
 



― 339―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考文献 
LEYDESDORFF, L., I. HELLSTEN (2005). "Metaphors and diaphors in science communication: 

Mapping the case of ‘stem-cell research’." Science Communication 27(1): 64-99. 
LEYDESDORFF, L., I. HELLSTEN (2006). "Measuring the meaning of words in contexts: An 

automated analysis of controversies about ‘Monarch butterflies,’ ‘Frankenfoods,’ and ‘stem 
cells’" Scientometrics 67(2): 231-258. 

 




